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“中原君か新星憶見のことなど”

　　Discovery　of　Nova　Puppis　1942，　＆　etc．

山本一清lssei　Vaneamoto．

随筆

　長崎にみる本心員中原千秋氏がすばらしい新星を獲諭した．去る十一月11日

の立証のことである．突然のことで，初めの間は詳しい事情が判らなかったが，

まもなく，同君から通信もあり，叉，心土日記を邊って來たので，萬事が判明

した，一一～二の日記を見て驚いたことは，同君が昭和14年八月頃からすっと

新星藤見のため精進してみたといふ事實である．一艦，アマチュア天文家が喜界

に名を湯げる近道は，彗星の護見と新星の小見とであるが，彗星については，

第18世紀の頃（小型の望遠鏡が一般者の手に容易に入るやうになった頃）から

駄米に熱心家が澤山現はれて，新護見を観つたため，多くの彗星が獲見された

と共に，ボン，メシエ，ハτシ．ル（嬢）等の名が廣く知られ，近年にもテンペ

ル，プロルゼン，ジャコビ1＝，ネウイミン，バ1ナiド，ラルフ，ボレリ等

の名が有名となってみる．ところが，新星の獲見については，今日まで，悉く

偶然の獲見であって，特に新星丁丁のために専心に努力したといふ人は無い．

尤も，ピケリング等の學者たちが一一般のアマチュアに新星の三見を協力させよう

として，すいぶん奨働したけれど，今日までは，誰も之を實行ずるものはなか

った．從って，わが中原君が，組織的に新星の捜索をした世界最初の人と思は

れるのだが，この努力の甲斐あって，捜索開始以來，満3ケ年飴にして，今回

の大功績を墾げることが撮來たのは，實に慶賀の至りである。

　こんどの新星の位置はアルゴ船の三座であって，天の河の中央部であるから，

理論上から言へば，この新星は正に現はれるべき場所寒雲はれたとも言へるけ

れど，しかし，今までの例から言ふと，新星が最も多く出る天のf∫は，白鳥か

ら蛇使ひ，射手あたり，つまりアルゴ般の正反封の：方向の天室であったのだか

ら，こんどの櫨座の新星は可なり珍らしがられて宜い星である．しかも，極大

光度が0等級にも昇ったのであるから，地球からの距離は比較的に近いものか



42 ‘‘

?ｴ君が新星蟹見のことなど” 天空260

とも思はれる．勿論，距離のことは，今後の研究によって知れて計るものであ

るが．

　中原君は三星の槻測には多少の経回があるらしいし，伺，日記を見ると，今ま

で2ケ年飴りの間にも，憂光星を二つ三つ注意してみるやうである．例へば，ヘ

ルクレス座の新星を1940年にも度々見てみるし，叉，今年十月頃から，鷲71番

星・、大犬15番星’ペルセウス庫の9番星あたり，カシオペヤ座の星々，鶴の星

．座，ペガソス座のξ，ζ星などを注目してみる．こうした態度ぼ1アマチュアの

みならす，一般の天文家として大に奨めるべきことであって，縄えす宇宙の各

方面に氣を配るとV・ふことは，正に天文二者の義務であると言って旧いのであ

る．現にカシオペヤのガ星や，二者のゼ星等の丁丁は此ういふ風の注意によっ

て二見されたものである．

　中原君が，どうして1939年の中頃から新星捜索を着手するに至ったか，その

動機などについては，日記に殆んど書いてない．しかし，日記の各所に記され

てある星への讃辮と，新星への待望と熱心は實に美しい短文となって現はれて

るる，“Think，、now，　that　a　visual　nova　may　apPear一一for　five　years

have　already　elapsed　since　the　last　one”（1940－1－20）とか，‘fBelieve

that　lny　effort　is　repaid　without　fail”（1940－2－12）とか，“lndeed，　nova－

seeking　fits　me　in　many　respects！’（1940－2－17）とか，　Nature　never

deceives　us．　A　latent　hope　of　meeting　with　a　nova”（1940－2－21）とか，

‘‘

`ll　things　come　to　him　who　waits”（1940－3－13）とか，“The．first

impression　seems　important　in　nova－seeking”（1940－3－17）とか，それ

から又，1942－3－27の頁には“ヘンケが最：初の小遊星の二見をしたのは，捜

索を決心し開始してから15年たった時であった”と記して，自己を働してみる．

其の他，こうした短丈が此所彼所に現はれてるるのも面白い．

　今後も，相攣らす中原君が毎夕毎回の天工に新星を捜索せられんことを回る

と共に，こうした努力は，（他にも多くの例がある通り）決して只一人が奮正し

てみるだけでは不充分なのであるから，（第一には天正の気化，第二には全世界

を通じて時刻の三門による見落しなどもあるわけであるから）中原君以外にも

樹二三人の新しい熱心家が絶えず天室を見守って新星二見を努めて貰ひたい．

　新星の二見と言っても、“限りの無い話だ”と言へば言へるけれど，去る九月

にツヰキ氏が二見したやうな，或は一般に望遠鏡でなければ見えないやうな微

光の新星は，全く専門家の三三に訴へるよりほかに，仕：方が無いであらう．し

かし，肉眼に見えるやうな，殊に今度のやうな一等級や二等級の明るい新星は，

決して望遠鏡などは妻らないのであって，只一通りの星座の知識さへあれば，

あとは人の忽耐と努力のみによって成功するものである．この顯に於いて，彗
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星訓話見などよりも遙かに：やり一二1堕と言っても宜：い・しかるに，かくの如き新星

獲見が今まで誰にも組織的に行はれなかったのは，． mかに廣い學界の手ぬかり

であったのである．

　因みに，今まで，我が日本で獲見された新星の表を掲げて見る：

　明治34年一一月

　大正7年六月8日

　大正9年八月20日

　昭和11年六月18日

　昭和11年十月4日

　昭和17年十一月11日

さきには，

ペルセウス座新星

鷲座　新星
白鳥座i薪星

蜥蝪座新治
射手座新星
三座　新星

0等星

0等星．

2等星

2等星

4等星

0等星

　　　　　　臨地に於V、て本田實君の新彗星獲見のことがあり，

“中原新墨”の獲見があって，職印に際し，國を墾げて死活の大虚岡に從冷し

てみる時に當り，樹，団々たる飴裕を示して，天塚の新獲見が行はれるといふ

ことは，我が國民生活の偉大性を世界に示すに足るものとして，其の功績は賞

揚せらるべきものであらう．

　こんどの艦座新星は南赤緯350の位置にある星だから，漱洲各地に於いて．ぽ

低く過ぎて殆んど全く見えないわけである．只，米國の南部か，叉は南阿，南

米，濠洲あたりの天文家たちは，我が日本の天文家と共に，此の星を見得るの

であるが，果して彼等が此れを見てみるか，否か，不明である．これを考へて

見ると，我が國の公私の観測者の責任は重大であると言はねばならない．

△金澤の會篭池亮吉氏から下の如き意見が届V・た：

　　　　　　　　　　　十二月8目といふ書窪方について

　・‘我國の夫文學界では1942年十二月8日目昭和17年XI月3日といふ線に，月だけは1，2，3

を用ひぬ事になってみる榛である．これは純粋な西洋かぶれである．噺然改めて欲しい，

叢鼎翫還蒙｝・・尤瓢
もし日本でZF常，睦月，如月，彌生一師走といった名前を月の名に使ってみるのなら同

様な書き方をするがよいが，事實はさうでなく，最も合理的に，年も月も日も一山に藪を

以て呼んでみるのだから，月だけは宅扱ひにす多理由は少しも無いのである．天界第12號

の404～405頁だけアラ・ビア籔字を使ってあるのは大凶嬉しいが，太丈字を使ってある．のが

残念である．”　（池　亮吉）

　かうした事については，自分は幾度か天界誌上に書いたことであるから，是

非それを再讃して貰びたい。尚ぼ，序でに，自分は年月日や時刻の書き方につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
いては，例へば　　　　1942年11月25日20時08分13．7

　　　　　　　　　　　　19．　42－11－25，　20：　08：　13．7

といふ風だ書く習慣を有ってみる．この書き方の便利な黙は，例へば此の内の

横　濱（故）井上四郎氏

鳥島にて　山本一清

東　京　　山田　茂氏

北海道にて五味一明氏

神　戸　　岡林滋樹氏

長　崎　　申原干秋氏

　　　　　　今また此の
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ホンの一一一｛FB分のみを書V・ても，それが，年であるか，月であるか，日であるか，

叉は，時であるか，分であるか，秒であるかが，一一一目して明瞭に知られること

である．現に一11－25と書けば之れは十一月25日の～二とであり，1940一と書

けば詰れは年を表はすこと勿論である．叉，28，12：と書けば回れは28日12時を

意味し，：28：12と書けばとれは28分12秒を表はす．箪に：25．3と書いても慣：
　　　　　　　　　薄
れれば直ぐ生れは25、3の意味であることが知れる．天鷺の槻弓中．など，又，其

の他いろkkの研究記鋒申にも，かうした略記方法によって便利を獲てみる所

が多い．讃者各位の試みられんことを望むものである．　（1942－12一・一2田上にて）

問 答

問ひ：　昭利18年一月の朔は何日か？　渡邊敏夫氏著“暦”によれば第8表エパクト表よ

　り一月7日朔となってみる．然るにカレンダー（本年度分）によれば一月6日朔となつ

　てるる．右1日の蓮ひは‘‘暦’㌧によれば有り勝ちの向なるも，カレンダ1の6日朔なる

　は，計算より出したるや，詳細御敏示願上ます．（河村生）

讐へ：本年（1943年）は一月6日が朔の日です．その他，二月5日，三月6日，四

　月5日，五月4日，六月3日，七月21，八月1日，同31日，．九月29日，十月29

　日，十一月28日，．十二月27日が皆朔の日となってゐます．（P）

問ひ，：ZF山清次著“暦法と時法”68頁には“復活祭日は三月22日から四月26日の聞に動

　き’eとあb，．渡邊敏夫著‘‘暦（こよみ）”には‘‘三月220から四月25日”とあb，何れが

　正しきや．

答へ＝四月25Nの方がよろいA．（C）

問ひ：荒木俊馬著“天丈と箏宙”9頁に，“カルデアの昔には，カペラと言ふ星が，日没に

　束の地牛線から上るのを以て年の始めとした”とあり，“天衣”（昭和13年新年號）23頁

　には“バビロンでは騰方にカペラ（Capella）が東天に見えるのをPJて年の始めとし，”と

　あり，何れが正しきや．

答へ：“天文と宇宙”の記事の方が正しいのです．但し，この時代の一月は秋

　に始まったのでした．（Q．S．）

問ひ：“満月”と“十五夜”と“葺暦15日”との差異御三へ下さい、（徳島F生）

答へ：畳叩とは，月が太陽と一二ゆ位置になる時刻で，つまり太陽の二二

　と月の黄維とが180。だけ遽ふやうになった時刻です．例へば，これは昨年

　（昭和17年）九月24日23時24分でした　しかるに新月は九月11日G時53分で，

　之を奮暦の八月朔（元日）とするのですから，奮15日は九月25日となります．

　故に“十五夜”は九月25日です。年鑑（天界247號）を見れば，すべて明瞭な

　筈です．（K：）


